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森林病害の40的防除研究
ースギの暗色枝枯病,スギの黒点枝枯病ー

昭和32-34年度調査槪赛報告
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一

スギの蹈色枝枯病

I.昭和3 2年鼠の調査

/.摄况•調查(宫崎県2ヶ所,魚本県4ヶ所)

氏ギりの令匿林木の姑死彼窖が各地匠起り,暗色枝拓焉忌も度々検出さ 

れたが、,佗の種姦の蔵も換出されて,純.律に廂直枝?S滴による板害ごある 

が否か判明しなかつな。厩况詭适の洁果,設害の傾向は帯(®料面及び凹地 

形の造林地に灵く発生していた。

2試験世の設定

驚本営林署吉価田国有林内に試験龙を設定した.試朕地は南典斜面は造 

林後全滅し,北・傾科面は活肴して劝る造苏他となっている題であるー

E•昭和33年度G調查
/,職况調查(:宮崎泉2ヶ所,麗兒島県I ヶ所・放本吸5厂斷)

宮崎県で、起ったスギの技枯••性痛寄は,Ht宣技布滴のふの寿生によって起 

っており,その倦も吏耍な発,肩農免因子は冊和3 3茸更の畐崎県を廢った 

異例の早魅であろうと恩われた。

鹿児岛県で起った能客に,検出癒バ暗笆拔苻侑習のみではなく,昭和う 

2年度の南丸州一術に起ったものと同じ傾间であった.

Z,試験尼の調產

南傾料面に福栽した.苗の大半は料死し,尤面睑我の苗は全部活をしてい 

た.拈死苗には'phomopsis, /?&crop/iQg&. ?&s切顷:あ,母んom.a等 

がー荀生しるいた。

2月IZ版驻地の南面,北面の搂也貝涼を刻定L‘た所,凹尼が,南面の低 

際前直の溫度低下と上畀芥兼しく,このために,蜀のJE際阶匹の野が、害さ 

n 1飾諧’貌宿の咨)金賜し,验勻。庆菌が漫入柘死させるのでは女いか 

と思われだ.

皿昭和34耳度の調壺

/,概・紀調斐(客I崎!T W.澆本泉I 4ケ听〕

客绡県の昭組う2年度の聰色技拈病筏匿地を再諷查したび,・顫に残、つ
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ていた暗色彼.?S満の我害前は,旣に卷姓みが起・リノ ー痣竊若仞旋」展埴:止 

っていた水ノ表皮下・に広い未厩咨の木項部び存在し,今後’ •本株話お曲 

の侵入门孔となる俱れがあった。

熊本県下では.広/囲な幼令スギ、林木の枯死ポ腰リ,极雲地を瀏歯し 

たが、,―設に4OQm以上の山忘地帝の南殖斜慟,平坦也,的她号圮磴 

生した。これは,昭W 3 2, 33年南丸招に発生した・凍籀零及後、そめ後 

の奇生圈の状窸と似ていな。

2就駿增の調迎 ,

S・建田の試験地では,南面純我苗は全滅に近い庆燃,此®は全杰祐 

死していなかったC

别IZ晩翁の烤期g日中旬接尼覧温を刻罡した藉果,ス平び既に生间期 

に该入ってし、る薦咨には一 w°Cに気・星が低T・し,在日晴天モ刘琳上舁す 

れば菠客が起ること芥判った。

福岡含林寿,既児麻宮忿街に試験批を設け,勿令造努木の尼族齢状剝 

辰|ミよる月別の人工.拓死在起させ,をれ1乙哥生する菌を塀食した水ノ翰 

伏剥皮|乙よる枯死が•仲やー努iz年らず,試、駿継続•申

冋昭和32〜34年度の溉冠倜奇ほよる一段的頰向

暗色技祐瓶が発生する•餞因只・ニつ,玲るよう下丹石,其の一は,星蜃、のた 

のにスヤの阮廉頂居水・超った•虹合!z匮色援あ点菌0優入が起るc其の二田 

凍福害Zよる覆害を爱けて丧券したスやに暗色枝な務画の侵人芥起る

V 03租3 5年度以降の腐完課霆

ノ,昭如22, 28里に窖峙県而籠也区ビス¥の大量拓犯び起リ,その当 

府,原因は堕なる乾代:;:：よる拓花,或は只宣とさ札、びた、こつ屯庄刀 

スギ林を凋查して,沒害彫愈(羨存木に停ってIゝる谖裝,癒琳形悉,愁 

傀程您,本わ魇眄海終入の有魚)を调庄し,昭初33年度の菠密と比畝 

し 间じであれは.そ(7)ぎ時(り気象と扱害胆の飽炀,ヱ壇・スギ'の吕ゆ 

にっしゝて谓產千る,昭如3 6辛度怒了め見込み.

2.原密害の直!?又は网援,被蓍は,枚35め大ささ力、ら云って,咒却ザ紡 

令スギ’愷な;Sにセうて 非釋に里要な•何題で,ただ局色樫紡竊の寮或杉 

けT範: もつと他れ阿桔瓶寺にも留保を齊していること作・判った。從

一:2 =

つ・て.広通囲衣很ホ何題として,刖に取上げる必要水'あると慰われる.

スギの黒点枝枯病

I.跖和32年度の河査

/・概•况:調查C患本柴下 2ケ｝5叶)

2ケ新•の槪况调查を行ったが順向は不明であった

誌試驟地の設定 ^

上記・吉無田囲有林内にニケ所紅験地を崔定し,矛ー試:駿也は,本鏡の 

自竊に伝荼していく状彦を觀舞するため亿設け,オニ敬験尼は伝姿防除の 

方法を試:験するため亿設けた.

ュ 孝病菌の分離培養のための衣料採集と本萌の泡子形阪を観衆するために 

吉察田国有袜に3回出張

I昭和33年度の循登

/’ 概况羽奁(强本県 3ヶ所、

敷発地は大体,尢州の中誓山藤地带で標高400仇以上の共!■'に発生し 

ている ・

2、試験地の調查

キー就験他では.汰験拋在5区区区分し,各区每の罹届本敬及び建全本 

教全率敏を眄查した.才［区では摧烏校の除去,*2区切は禮病枝の除去 

と撤粉ボ儿ドウの做布,才3区では敝粉フジポJL にウの厳布,矛4区では 

セレサン石灰の微あオ5区は対暇区として禾処理のま、・置した..

敝布荷期は,5•月と| 〇月の2回行った

矛二試験地では,權病木を崛查して,Wの位置を記入し,健全次に区条 

してゆく状惹き観察・することとした。

J•本病函は冬期间にスギの線色氏を看する若い枝から優入するもののよう 

芯,分&堵養すれば種々の囲が出現するが,その甲せ伸長の産い 医温ぎ 

も伸長を视ける函を分腸した。これは,冬地の板害M料から分胃されたc



n昭初34年度の調查

丄・オ段兄調查(鹿児島県Iヶ所〇

下屋久島営林署営内に飲肥地方より取リよせて植栽したオ项スヤ、が激害 

を愛けており,梢端部も拈死するような彼容木をあった。そ.して,その被 

害は新次周囲のヤワスや造林他INも伝染していく現状,であった。被害胆は 

標高17001Tし以上の塞冷电で,頂雪1m以上ある塢所・である

2試際地の調査

矛ー試験旭 あI区,矛2区が病苦舞减している.

不一試験区は樹令I 7写生～4年生逝の不規則な芯分で試驗他として不 

通であるからノ他の杯分亿形すテ定で'ある.

オニ試験地では匯病樹からの健全木への伝果は非常Z少いようで,且っ 

同心円汰に增えていくので一はないよ・うである。

3.分离した菌を冬期固に接覆してみる予定である。

T7 昭和32I〜昭和34军度(J)概况調査izよる一般的傾向

標鬲の4 0 0饥以上の冬期间かなりイ因温_lzなる場所・でノ兀川としては積雪 

の昊い所"IZ夢発しており,被害を受けているスギの吊種は暧地系のス平が夢 

しゝようである〃

樹令は2年生原から発生し,! 〇年生頃Iこ目豆っようである

V昭和35年度以碎の研究課題

菌の種類及な伝染過程を聊究する

但し,他の友分場で昭和3 4年度でこの頃の而f完が完丁しておれば中止す 

る。
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